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1.はじめに
本研究は、幕末の混乱が続く中、最後まで
社会的弱者である農民のことを想い、摸夷実
行を訴えた谷三山についての研究成果を活用
して、中学社会科歴史的分野の「近世から近
代-」の単元において、「横夷論と開国論に
ついて」を主鴇とする授業を構成する。 また、
幕末の日本ではどのような政治的対立が起こ
っていたのかに焦点を当てる。 そのなかで、
奈良県内において操夷論を唱え続けた谷三山
を地域教材として取り上げ、理解が難しい幕
末期の日本を身近に感じさせ、生徒の理解を
深めていこうとするものである。
本論に入る前に、谷三山ついて説明をして
おきたい。 谷三山は、大和国高市郡八木に生
まれる(現在の奈良県橿原市北八木町にあた
る)O享和2年生まれO名は操O字は子正、
存正。通称は新助、のち昌平。 別号は淡庵、
淡賓。谷三山は、幼少の頃より多病で、15・
6歳のときに聾となった。 それから読書に励
み、稗史小説から正史経伝に及び、20年間
で数千冊を読破。 既に名は世間に轟き、遠方
から来て教えを受けるもの多く、家塾を興し
て興譲館といった。 嘉永2(1849)年正月、大
和高取藩に招かれ永代三人扶持を賜り、士籍
に列せられる。 藩政に参与。 48歳で失
明後も勢いは衰えず。 文久3年、在京の君侯
に上書して尊皇擾夷を説いた。 また、山稜の
荒廃を嘆いての修補に尽力した。 慶応3年12
月11日致す0年660三山は経世富国に志有
り、その学風は経学を先にして詩文を後にし
たことが有名である。 また、谷三山のモット
ーは机上の空論に終わるのではなく、自らが
得た知識を活用することにあった。 つまり、
実践を重んじていたのである。
そのため、谷三山は自分が得た海外事情の
知識をいかに実践に用いるかを考えた。 谷が
導き出した答えは、現在の海外事情から開国
すれば、物価の高騰などにより、犠牲になる
のは農民であるという判断から、谷はありと
あらゆる情報を入手し、嬢夷が必要であるこ
とを合理的に説明し、主張した。 そこには、
知識を知識に終わらせず、実践に用いること
谷のモットーが窺える。
また、谷三山の先行研究には、西村時彦氏
の『谷三山』1)(大阪国文社)、加藤正一氏
の『聾碩学谷三山』2)(長野盲唖学校聾部
研究会)、大伴茂氏の『聾儒谷三山』3)(平
凡社)、堀井義治氏の『伝記谷三山』4)(谷
三山百年祭記念事業推進会)、大月明氏の「谷
三山の尊皇摸夷思想について」5)などの研
究があるO
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2.谷三山の抜夷論についてL
谷三山の具体的な海防策は、著作である『靖
海勿言』6)に示されている。 書かれた時期
は、嘉永6年のペリー来航の時期に書かれて
いる。ペリー来航により浮き足立つ幕府に対
して、開国-の警鐘的な内容となっている。
その内容は、以下である。
アメリカは軍事大国ではある。 しかし、そ
れに屈することなく、戦うことが良い。 その
理由は、開国して貿易をすることは一見安全
のように思われるoしかし、後々になってみ
ると大禍となって返ってくる。 また、戦うこ
とでより時間的に短い被害は受けるが、国と
しての尊厳は守ることが出来る。
そして、対応策としては少数精鋭で、無人
島にまで人を配備し、必ずアメリカを船上で
戦わせること。 そうすれば、相手方は蒸気船
で来航しているとはいえ、長旅の疲れがある。
その疲れを利用して戦えば、戦局を有利に進
めることが出来る。 それとともに、内治にも
気を付けること。 外夷に対しての防禦設備が
いるのは当然であるが、庶民から無駄に税を
取り立てるのはすべきでない。
最後に外国の進んだ知識や技術を導入する
ことは必須であるとし、幕府に西洋学の研究
教育機関を配置するようにも促している。
谷三山が、国内外の歴史や自らが知りうる
限りの海外事情から、和戦両様の推移に思い
を巡らしており、結論としては交渉拒絶と海
防に必要な兵億の充実を説いていることが窺
える。
以上は、谷三山の摸夷論である。 この後、
谷三山は藩主と朝廷に対して上書している。
その内容は、この『掃海勿言』を基に当時の
状況に合わせたり、研究の成果を織り交ぜた
りしたものである。
では、この他当時にはどのような思想があ
ったのか確認したい。
内藤俊彦氏の分類7)を参考に当時の思想を
概観する。内藤氏によれば、「信仰的摸夷」
諭・「棲夷開国」論・「開国横夷」論・「開国」
論の四つに分類している。
まず、「信仰的操夷」論から見ていきたい。
これは、徹底的に西欧や外国を否定するもの
で、理由は外国人が外国人であるが故に、獣
のように理非をわきまえない。 それゆえに、
一般論からしてもこれらを寄せ付けずに、打
ち払うべきだということを信条にしている思
想であった。
この当時の人々にとっては、鎖
国により外国との交流や貿易をほぼ断ってい
た状態である。 そのため、外国人というだけ
で拒否反応を示していた。 それゆえ、このよ
うな「信仰的嬢夷」論を展開する者は少なく
なかった。
次に、「壊夷開国」論を信条とする者たち
は、以下四点の諸理由からこの思想を選んだ。
第一に、幕府の軟弱な外交交渉態度を非難
し、幕府が欧米列強の桐喝に屈して条約を締
結したとして、日米修好通商条約の破棄を主
張するもの。第二に、日米修好通商条約は天
皇が明白に表明された嬢夷の意思を、強権に
より抑圧して締結されたものであるとして叡
慮遵奉、破約嬢夷を主張するもの。 第三に、
財政・経済的関心から、特に開港による諸物
価高騰と幕府の貿易利益独占を非難して、破
約穣夷を提唱するもの。 第四に、国内政治体
制と人心とを現状のまま放置して開国する時
は、遠からず日本がインドや中国と同じよう
に、植民地化の轍を踏むことになるから、勝
算は度外視して対外戦争を起こし臨戦下の強
いられた緊張の許で、国内政治軍事体制の再
強化と人心の喚起抑揚を計ろうとするもの。
ここでは、久坂玄端を挙げている。 久坂は、
列強の軍事的桐喝に一矢報いることもせず、
受動的開国を容認することは出来ない。 無謀
であっても、破約壊夷を行い、後に主体的な
積極的開国政策を行うべきであると考えてい
たようである。 これにより、外国とは異なる
自己のアイデンティティを積極的に確立する
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ための精神的な拠点を如何に構築するかとい
うことを問題としていたようである。
以上のことから、「嬢夷開国」論を信条と
する思想は多岐にわたる。 だが、日米修好通
商条約締結に端を発していることが分かる。
「開国壊夷」論には、佐久間象山、橋本左
内を挙げている。 象山は、「夷の術を以って
夷を防ぐ」と考え、積極的に開国を進言して
いる。この思想の背景には、現段階では、西
洋の列強諸国に対抗することが出来ない。 そ
れゆえ、西洋技術を取り入れ軍備拡張を行い、
日本が世界一の軍事大国を目指すという思想
があった。このようなことから、象山にも根
強く摸夷論の意識があったことが窺える。
橋本左内の思想の要点を四つに分類してい
る。一つ目に、幕府の行政機構を改革して、
国内事務、外国事務について「専権」の「宰
相」を設けること。 これは、幕府における旧
来の統治権力が対外国関係の発生により変質
を強いられ、新しい当地領域としての「国内」
問題が生じつつあることを示している。 二つ
目は、従来親藩、譜代、旗本が独占していた
幕府官職を開放し、新設された官職に外様雄
藩大名、諸藩士、処士を挙用し、幕政をより
広範な挙国的基礎に置くこと。 三つ目は、以
上のような改革を断行し、山積する内外の諸
問題を処理する上で、将軍と補佐ゐ閣僚に強
力な指導を期待すること。 四つ目に、西洋技
術の導入と「乞児・雲介之類」の徴用による
荒撫地開拓、殖産事業の推進である。 このよ
うな国内改革を踏まえ、左内は積極的な開国
論の立場に立ち、対外交易、欧米文明の摂取
を唱えたのである.
i
以上のことから経緯はどうあれ、象山、左
内共に積極的な開国を主張している。 そして、
軍備が整いしだい撰夷を実行するという考え
を持っていたことが窺える。
「開国」論には、横井小楠を挙げている。
小柄は、ある種の普遍的原理から演緯される
結論として開国ないし殖産興業を構築した。
この原理とは、「天理」である。 「天」とは、
過去、現在、未来とを含めた人間存在の総体
である。「理」とは、人間の実践的な探求に
よって発見されるべきもの。 つまり、「天理」
とは過去、現在、未来における人間の実践的
な探求により発見されるものと結論付けられ
る。この原理から、小楠は幕府が継続してい
る鎖国は、世界的視点からすると旧体制に過
ぎない。それゆえ、世界標準にあわせること
が必要である。 そして、物産開発と海外貿易
により利益を得ることを推奨している。
このように、嬢夷論と開国論の主な提唱者
を見てきた。この中で、谷三山の主張がどれ
に属するかというと、「摸夷開国」論者に当
たると考える。 尊皇の志士たちが、幕府に抱
いていた不満と同じように、幕府の軟弱的な
外交交渉態度や欧米列強に屈し、条約を締結
したこと。天皇が表明された壊夷の意思を、
権力的に抑圧して締結したことなどについて
谷は、憤りを感じていたからである。 また、
先ほど述べたように谷は摸夷論者で積極的な
開国は提唱していない。 しかし、外国の文化
や技術を導入するための開国には、期限や貿
易港の限定など条件はあるが認めているとこ
ろもある。そのため、谷は執政の地位にあっ
た主君の高取藩主植村家保に対して将軍に壊
夷を訴えるか、藩に戻り藩政に専念するよう
に上書したのである。 谷三山の中には、討幕
の意志は少なかったのではないだろうか。 で
は、谷の尊皇論についてはどうだろうか。 吉
田松陰との筆談からそれは窺える。
天皇・皇室の在り方に関する質問が松陰か
らなされた。そこで三山は、天皇こそが日本
国家における最高位の人物であると述べてい
る。公卿、将軍、大名、士農工商このいずれ
もが天皇の家臣であり、国民である。 8)
このように述べていることからも藩に仕え
ていたが、天皇に対して最高位の人物である
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という認識を有していたことが窺える。 つま
り、尊皇の精神を持っていたのである。 それ
にも拘らず、討幕-と意識が向かなかったの
は谷が藩臣であったため、それを貫き通そう
とする意志があったからである。 また、谷が
討幕-の意識が向かなかったのには、高取藩
内の状勢を考えていたことが大きい。 藩主に
対して、藩政のみに専念させることで農民の
生活の安定を図ることを重視したのである。
しかし、結局谷三山の意見は藩に受け入れら
れることはなかった。
以上のことから、谷は何も影響を及ぼして
いないかのように思われるが、高取藩が大和
諸藩の中でいち早く朝廷側に付いた要因は、
谷三山の影響であるといわれている9)0
そして、谷三山と当時の有名な志士たちと
根本的に違う点がある。 それは、谷三山が自
らの利益や藩の利益を考えてはいなかった点
である。断っておくが、ここでいう藩の利益
とは薩長のような雄藩に見られるような、政
治の実権を握ろうというものである。 谷三山
は、最後まで社会的弱者である、農民を救う
ことだけを念頭に嬢夷活動をしていたのであ
る。谷の著作「靖海勿言」にも次のように表
している。
何卒小諸侯ノ課役ヲ寛ニシテ、ソノ民ヲ暴
スルノ戒ヲ厳ニセラレ度モノ也。 然ラズンバ
平時スラナホ煩苛二堪ザル民ノー朝兵革ノコ
トアラバ、イカガ苦ヲウクベキ。 近頃ワヅカ
ニ浦賀ノ備ヲ命セラレタリトテ、ニハカニ軍
用金ナドトイヒ立テ、ソノ封内二過分ノ出金
ヲ申付ル方モアルヨシ聞及べリ。 誠二苦々シ
キ事也。若夫大諸侯封入ノ多キニシテ、用度
タラズ、ソノ民苛暴二苦シムモノ亦少シトセ
ズ。コレソノ君臣ノ罪尤モ軽キニアラズ。 コ
レモ亦珍念ヲ加-ラレタキモノ也。 ソモ土地
ヲ宰割シテ諸侯ヲ封建スルハ、万世ノ利タル
コト更二擬議ヲ容レズ。 就中四夷姦ノトキニ
当テ、尤封建ノ国家二利アルヲミル。 萄モ虞
分宜キヲ得バ、イヅレノ辺ヲ犯シタリトモ、
ソノ方ノ諸侯カコレヲ禦クニ足レリ。 固ヨリ
一宮兵ヲ煩ハサズシテ蕩平ノ績ヲ収ムベシ。
万々郡縣ノ治ノヨク及ブトコロニアラズ。 然
ドモナホ少弊ナキコトアタ-ザルコト、上二
陳ズルガ如シ。 上ニアル人ヤヤ心ヲ用ヒテ、
生民ノ休戚ヲ伺察セラレ、微シク褒妊ノ意ヲ
示サレナバ、コノ少弊数年. ヲ経ズシテヤムベ
シ10)
谷は、開国を行うと物価の高騰がおこること、
摸夷を行えば戦時中に小諸侯による民-の
傍
若無人な振る舞いを戒める必要がある。 理
由は、平時のときにも農民が苦しい状況に
あるのに、戦時中まともな生活が出来るは
ずもないOそれなのに、浦賀の警備の軍用
金を過分に取り立てたことで、実情が苦し
くなるい一方である。 上に立つものが、民
の苦しみを理解し、休息や特別な褒美を行
うことが必要であると説いてる。
しかし、谷三山は幕府の軟弱外交に粘り強
く摸夷を訴えたが、藩主植村家保にもできる
限り、藩政に専念することを訴えたが、聞き
入れて貰えないため1864(元治元)年5月5日
朝廷に谷三山は、自らの嬢夷論を上書した。
谷三山は尊皇壊夷思想を運動として実践した。
このような行動をとらせた背景には、谷三山
における自らがモットーとする知識を知識に
終わらせず、実践を伴わなければならにとい
う信念があり、その中心には、貧しい農民を
混乱から救いたいという強い思いがあったの
である。
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3.授業の構成と資料
実際の授業の指導計画は以下の通りである。
( 1 )単元名「奈良県内の尊皇嬢夷運動」
(2)単元設定理由
約2年前になるが、対イラク攻撃が行われるようになり、現在でもイラク国内では死傷者が
出ている。 また、イラクだけではなく世界規模で紛争は続いている。 もちろん宗教的な対立も
あるが、その多くは覇権争いつまり、政治対立なのである。 その背景には、政治的主張の違い
がある。 このような争いは、日本の歴史にも存在する。 振り返ってみると、平安末期の武士の
台頭期や南北朝時代や戦国時代などがそうである。 このように、日本にも多くの政治対立によ
る争いは行われてきた。 しかし、その中でも幕末期の政治対立は、その後の日本の行方を決定
付けるものであった。 それぞれが日本の将来を思い、また日本のあり方を考えながらも、激し
い政治対立が起こり、やがてはそれが討幕-とつながった経緯を取り扱いたい。
そこで、この単元学習では、尊皇壊夷運動から大政奉還による王政復古までの成立過程にお
ける時代の流れを、出来るだけ生徒に身近な地域(奈良県中南部地域)の事例や人物を取り上げ
ながら、地方の視点に立った歴史学習を展開させることで、生徒に学習内容とのつながりを意
識させ、歴史学習-の意欲・関心を高めさせたいと考えている。
そのために、大和高取藩に在籍した儒学者谷三山研究をもとに、その他の思想家たちと対比
させ、政治思想の整理を行いながら、谷三山の政治的主張を理解させたい。 その際には、歴史
学習に不可欠な史料の読み取りを含め、史料の扱い方にも配慮したいと考えている。
(3)単元目標
①身近な地域における尊皇摸夷運動や当時の奈良県の様子を資料やインタビューなどの調べ学
習をする。 それにより、歴史をもっと身近に感じさせ、歴史学習-の興味・関心を高める。
②壌夷論や開国論を対比させることで、それぞれの主張内容の理解を深めると共に、尊皇旗夷
運動の歴史的意義や尊皇の志士たちの思想背景を考えさせる。
( 4 )指導計画
第1次せまりくる欧米諸国と幕府批判1
第2次黒船来航1
第3次尊皇壌夷運動2(本時2/2)
第4次幕府政治の終わり1
第5次学習のまとめと発展1
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(5)本授業計画
①目標
・尊皇嬢夷運動を身近な地域の事例を基に学習することにより、当時の人々がどのように日本
の進路やあり方を考えていたのか。 その動向を捉えさせると共に、地方にいる者が日本と外国
との関係や海外事情をどのように捉えていたのかを考えさせる。
・現在でも対イラク攻撃などをはじめ、世界各地で紛争が起こっている。 その原因としてある
のが、政治的対立である。 このことを念頭に、幕末期の人々は近代の幕開けの政治的混乱をど
のように受け止め、どのように関わったのかを考えさせる。
②展開(1/2)
学
習
段
階
学習事項 生徒の活動 指導上の留意点 資料
導 .前時の復習
.儒学者とは何か?
.谷三山の生涯 と思想
.前時に学習したこと .アヘン戦争 をきっかけ .ア
入
展
開
ま
と
を思い出す0
.儒学者 とはどのよう
に、欧米諸国がアジアを植
民地にしようとしていたこ
とを理解させる0
.幕末の混乱期は奈良には
へ ン′
戦 争
の絵
.令
三 山
の 木
像 写
な人々か考える。
.谷二山の盲 .聾のハ
関係のない出来事のように
思いがちなのであるところ
を、天課組の変や谷三山の
紹介により意識に変化を与
について
.当時の情勢を提示
ンデイキャップを乗
り越えて、自らの思
想を展開していった
ことを理解する0
える0
.障害をあまり全面に押 し
出さずに、学習 させるよう
に展開する0
.当時の情勢を抑えてお く
真
『三
薩長の動き .薩長の雄藩は、壊夷 ¥h &
薩摩藩 実行 を掲 げ 、 「天 先 生
1862年生麦事件 諌」を行っていく0 ことで、どのような変化が 逮
1863年薩英戦争 しかし、その結果外
国との武力に圧倒的
な差を感 じ、棲夷か
ら天皇中心の国家形
成へ と転換0 そ し
て、討幕へと移行す
るO
.谷三山は時が移って
起こり、時代が動くきつか 稿』
長州藩 けを理解させる0
1863年下関事件 それとともに、谷三山の壊
蛤御門の変 夷論を唱え続けたことの特
第一次長州征伐
1864年下関戦争
.谷三山の 3つの嬢夷
異性を浮き彫りにさせる0
.怠ることなく情報を収集
論の比較 いくごとに、新 しい し、自らの学問領域を拡大
情報を取 り入れ、横 していつたことを理解させ
夷論に変化があるこ
とを見付け、理解す
る0
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谷三山の壌夷論の比
詛Wi、牲
る。
時が移っていくごと
にどのような変化が
あったか理解する。
またく谷三山はどう
して嬢夷論にこだわ
ったのかを考える。
・谷三山の思想の根底に
は、学んだものを実践する
姿勢が重要であるという考
えがあることを理解させ、
社会弱者である農民を救お
うとしたことを理解させ
る。
展開(2/2)
学
習
段
階
学習事項 生徒の活動 指導上の留意点 資料
蝣s .前時の復習
.当時の世情の整理
.前時に学習 した こと .谷三 山の思想 内容 と根底
. 汰
入
展
開
ま
と
め
を思い出す0
.坂本竜馬 の仲介 で、
に あっ た信 念 を理 解 させ
る0
薩長の動き 薩摩 .長州の雄藩同 .当時の情勢 を抑えてお く 政 理
1866年薩長同盟 士の同盟0 これによ ことで、歴史 の流れ を生徒 鶴
第二次長州征伐 り、討幕へ と一気に に理解 させ る0それ ととも ll .
幕府,朝廷の動き 加速す ることを理解 に、 ものごとには原 因が あ 13
1867年大政奉還 する0 つて結果が生 じることを理 27 .
王政復古の大号令
.当時の思想 の類型 化
を示す0
.類型 の 中の どれ に、
谷三 山の思 想 が入 る
か検討す る0
.谷三 山の思想 と他 の
また、第二次長州征
伐が失敗 に終わ り、
幕府の権威が失墜 し
政権返上へ と繋がる
ことを理解する0
.当時の思想に、 どの
ような内容があった
のか理解する0
解させ る。
.「信仰的嬢夷」論 .「壊夷
開国」論 .「開国壊夷」論 .
「開国」論 の四つがあるこ
32巻
.谷三山の思想が どの
分類 に属するか考え
る0それ と共に、身
分によって、思想の
違いがあったことも
理解する0
.他の思想家たち との
比較 により、谷三山
の独 自性 を探 求す
る0
.谷三山の思想にあっ
とを理解 させる0
.谷三山が どの ような想 い
を持って、嬢夷論 を展開 し
たのか を念頭 に置いて、検
討 させ る0 また、各 自どの
よ うな経緯 で行 き着いたか
も考えさせる0
思想家との比較
.谷 三山の独 自性 を明
.谷三 山の独 自性 は農民救
済にあったこ とを念頭に、
他の学者 は どの ような思想
を展開 してい つたかを理解
らかにする。 させる0
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谷三山が上書した思
想により日本に、高
取藩にどのような影
響を与えたのか。
て、他の思想化には
ない思想を考える、。
上書結果は不明だ
が、高取藩が大和諸
藩の中で、いち早く
朝廷側に付いたこと
を理解し、谷がどの
ような影響を与えた
のか考える。
・農民救済のために、摸夷
について具体例を出し、理
論立てて説明していること
を理解させる。
・高取藩が大和諸藩の中
で、いち早く朝廷側に付く
背景に谷の影響があること
を理解させる。
主な学習資料
1谷三山の木像写真
2谷三山著『三山谷先生遺稿』奈良県高市郡教育委員会大正6年、(書き下されていない
状態のものと書き下されたものを用意する。 )
3西村時彦著『谷三山』大阪国文社明治41.11全40頁
4加藤正一著『聾碩学谷三山』長野盲唖学校聾部研究会昭和4.12全193頁
5大伴茂著『聾儒谷三山』平凡社昭和11.11全277頁
6堀井義治著『伝記谷三山』谷三山百年祭記念事業推進会昭和41.3全268貢
7卜部和義著『谷三山と吉田松陰の出逢い』谷三山遺徳顕彰会昭和49.9全119頁
8野木絡典著『校注愛静館筆語』近代文垂社平成3.5全318頁
9内藤俊彦著「幕末における壌夷論の諸相(-)」『法政理論』第11巻第3号新潟大学法学
会昭和54年、ト40頁
同著「幕末における壊夷論の諸相(二)」『法政理論』第13巻第1号新潟大学法学会昭和56
年、253-282貢
同著「四海を塾にする-横井小楠の「交易」論と「公」観念の検討-」『法政理論』第27巻
第3・4号新潟大学法学会平成7年、214-238貢
同著「開国と殖産興業の哲学一横井小柄の場合」『法政理論』第32巻第2号新潟大学法学
会平成11年、166-171貢
10吉田松陰著『吉田松陰全集』第8巻岩波書店昭和14年、159頁
4本授業の意義と今後の裸題
本授業の意義は、以下3点の点に見られる。
1つ目は、地域教材を用いたという点にある。 .そのことにより、生徒に幕末の混乱期という
理解の難しい単元を身近に感じることで、歴史学習の理解を深めることに役立つと考える。
2つ目は、実際の史料を読むこと、また読もうと取り組むことにより、歴史学習における重
要な要素を引き出すことができる。 実際の文献史料を読み解くことによって、史料の背景に迫
り、また歴史を掘り起こすという体験をすることができる。 これこそが歴史学習におけるダイ
ナミズムである。
3つ目は、尊皇穣夷を単なる「狂信的」運動として扱うのではなく、政治思想を背景に持っ
た政治運動であること。 また、当時の人々が外圧の中、どのように摸夷と開国の間に道を見出
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そうとしたしていたのかなどを理解させることができた。
今後の課題としては、以下の4点が主な反省点であると考える。
1つ目は、中央の政治動向、特に薩摩・長州を中心とする雄藩と幕府との谷三山、高取藩と
の関係に詳しく触れる余裕がなかった。
2つ目は、一般民衆ここでは特に、貧しい庶民の声に関心を向け、聴取することにより、世
相を示すことができなかった。 この点がないのでは、谷三山が実際の庶民の生活を把握してい
たかは窺えない。 この点を抑えることで、谷が嬢夷を示したことに真実味が出てくると考える
からである。
3つ目は、上記の項目2つを含め、今回の授業内容においては、生徒の参加(調査・報告)を
取り入れる時間的余裕がなかったので、今後は工夫したい。
4つ目は、現代の政治対立にまで視点を巡らせ、取り扱うことができるよう今後は展開を考
えていきたい。
次回は以上のような点に、留意して授業を構成したいと考える。
;Al
谷三山著『三山谷先生遺稿』奈良県高市郡教育委員会大正6年
西村時彦著『谷三山』大阪国文社、大阪国文社明治41.11全40貞
加藤正一著『聾碩学谷三山』長野盲唖学校聾部研究会、昭和4.12全193頁
大伴茂著『聾儒谷三山』平凡社昭和11.11全277頁
堀井義治著『伝記谷三山』谷三山百年祭記念事業推進会昭和41.3全268頁
卜部和義著『谷三山と吉田松陰の出逢い』谷三山遺徳顕彰会昭和49.9全119頁
大月明著「谷三山の尊王嬢夷思想について」
『近世日本の儒学と洋学』思文閣出版昭和
63.9、259-273頁
註
1)西村時彦著『谷三山』大阪国文社、大阪国文社明治41.11全40頁
2)加藤正一著『聾碩学谷三山』長野盲唖学校聾部研究会、昭和4.12全193頁
3)大伴茂著『聾儒谷三山』平凡社昭和11.11全277貢
4)堀井義治著『伝記谷三山』谷三山百年祭記念事業推進会昭和41.3全268頁
5)大月明著「谷三山の尊王嬢夷思想について」『近世日本の儒学と洋学』思文閣出版昭和
63.9、259-273頁
6)谷三山著『三山谷先生遺稿』奈良県高市郡教育委員会大正6年
7)内藤俊彦著「幕末における撰夷論の諸相(-)」『法政理論』第11巻第3号新潟大学法学
会昭和54年、ト40頁
同著「幕末における棲夷論の諸相(二)」『法政理論』第13巻第1号新潟大学法学会昭和56
年、253-282貢
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同著「四海を塾にする-横井小柄の「交易」論と「公」観念の検討-」『法政理論』第27
巻第3・4号新潟大学法学会平成7年、214-238頁
同著「開国と殖産興業の哲学一横井小柄の場合」『法政理論』第32巻第2号新潟大学法学
会平成11年、166-171頁
8)吉田松陰著『吉田松陰全集』第8巻岩波書店昭和14年、159頁
9)奈良県「高取藩勤王方-」『青山四方にめぐれる国一奈良県誕生物語-』明新印刷株式会
社昭和62.11、35頁
10)谷三山著「靖海勿言」『三山谷先生遺稿』奈良県高市郡教育委員会大正6年、233-250頁
史料
靖海勿言発丑九月
一、統領美錬ガ上書ノ釈呼自ラ尊大ノ虞モアレド、彼モ大国トミユレバアナガチ谷ムべキニア
ラズ。 ソノ他書中別二惇慢ノ辞ナシ。 道二正アリ権アリ、姑ク権道ニシタガヒ、ソノ軽キ
コトヲ免許セラレ、ソノ間二大ニワガ方内ヲ安ンジ、盛ンニワガ武備ヲ修シテ可ナルニ似
タレド、外夷コレヲ聞カバ先ヲ争フテ通好ヲ求メン。 就中従来互市ヲ乞テ許サレザルモノ、
今亜美理駕二於テ偏厚アルヲミバ、或ハ怨ヲ生ジ曲ヲ帰スルニ至ルベシ。 誠二深ク計ラズ
ンバアルべカラズ。 且ソノ軽キモノヲ許サバ他年必更ニソノ重キモノヲ乞バン。 ソノーヲ
許サバ必ソノ二三ヲ乞ハン。 コレヲ許サバ国ソノ害ヲ受ン。 モシ許サザレバ則旧好ヲステ
テ新怨ヲ結バン。 コレ尤モ深ク計ラズンバアルべカラズ。 況ヤソノ使者彼理ガ上書ハ甚惇
慢ニテ、コレヲ読メバ人ヲシテ気沸髪立シム。 敢テ公ケニ願フトコロヲ得ズンバ兵ヲ縦テ
攻打セントモイバネド、其意ハ己二顕然トシテ発露セリ。 コレ使者ノ言ニシテ其主ノ書ニ
ハ見エヌコトナレド、コノ彼理ナル者ハ便宜行事トアレバ、カノ国ノ重臣ニテ其言ミナ予
メソノ主意ヲ受テ来リシモノ、実ハ国書ト異ナルコトナシ。 兵船ヲモテ来リシ上カカル言
ヲ出スモノナレバ、カノ時微減セラレ候テモ不仁トハイフベカラズ。 今反テ他夷二許サレ
ヌコトヲコノ夷二許サレナバ、皇国ノ大辱、笑ヲ南国二取二至ラン。 然ルニ或者イフ、
カレト和シタリトモソノ属国トナルニモアラネバ、辱ニアラズト。 是レマコトニ晴漠ノ言、
論スルニ足ラズ。 或者又イフ、カレガ言二任セ、試二五七年互市ヲ許シ、権ニコレト相親
厚シテ悉クカレガ長技ヲ得ルヲ待テノチ、吾国二利ナシトシテ忽チ互市ヲ絶ベシ。 其時疲
約束ヲ奉ジテ来ラズンバヨシ、来り窟セバコレヲ破ルコト易々タランO暫ク屈シテ後チ伸
ブベシト. 之ハ一理アルニ似タレド実ハ危計ニシテ行フベカラズO且彼ガ五年十年試二互
市ヲ開イテ、モシ貴国二利益ナクンバ其ノ時勝手二古例二復セラレヨトイフハ、ワガ従ヒ
ヤスカランヤウニトノ計ニテ、ソノ情実ニアラズ。 モシコレガ情実ナラバ、彼ガ吾二求ル
トコロ多クモアラヌニ、何シニ起畔之端ヲヒラクナドトハイ-ル。 彼ガ情ヲミルニ試二五
年ノ間二互市ヲ許サレ候テ、シバ々々皇国二往来スルコトヲ得バ、其ウチニワガ地理二
熟シ、ワガ虚実ヲ語ズベシ。 ソノ時劫制センコトヤスカラントノ校計二相違アラジト被存
候Oスデニコノ放計アレバ、ソノ長技モ軽クハ伝フべカラズ。 タトヒカノ長技ヲ得タリト
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モ、ワガ虚実ヲ窺ハレナバ得失相償ハズ、他日ノ禍アゲティフベカラザルモノアラン。 凡
ソコノ言ヲナスモノハ平日少ク欧羅巴ノ書ヲ読ミ、世界二欧羅巴二超タルモノナシト思フ
テ、ワガ勝算ノ多キヨリ起レルナリ。 大抵通好ヲ絶ノ害ハ近クシテ小ナリ。 通好ヲ許スノ
害ハ遠クシテ大ナリO禍ヲ択ブハ軽キニシクハナシ、断々御拒絶ヲ是ト覚工候O
カノ国書ソノ加理科唖ノ地、黄金ノ豊ナルヲ俗談スレド、下文石炭米穀ノ価ヲツクナフ
虞二至テ、タダ白銀ヲイツテ黄金ヲイ-ネバ、互市モタダ白銀ニテ黄金ハ出サヌコトシル
べシ。 前文ノ趣ト相類セズ、馬脚ヲ露ストイフべシ。
-、タトヒ御免許アリトモ兵備ハ修セズンバアルべカラズ。 況ヤ拒絶二於テハ辺海ハイフニ及
バズ、内地トテモ予メ備禦ノ策ヲ講ゼズンバアルべカラズ。 然ルニ兵ハ精ヲ貴ビ多ヲ貴バ
ズ。 況ヤ彼ハ万里ノ外二戦ヒ、我ハ方城ノ内二戦フ。 我兵自少ヲ患-ズ、タダ不練ノ兵ヲ
多ク出シテ海浜二陣セバ、左右進退自由ナラズ、反テ妨ヲナスコト多シ。 故二兵ハ甚多カ
ルべカラズ、陣ハ甚密ナルべカラズ。 彼ハ船ニテ来ルモノナレバ、ソノ衆寡シリヤスシ。
マヅ其数ヲハカリ知リテ、後ソノ之ヲ制スルニ足ホドヲ出シテ攻打シ、ソノ余ハミナヤヤ
遠クヒカ-、機ヲミテ策応スべシ。 ソモ兵ヲ養フノ多キコト我皇国ニスギタルモノアリ
トモ覚エズ。 サレバコノ洋匪イヅレノ地ヲ犯ストモ、ソノ土著ノ兵自ラコレヲ制スルニ足
レリ。 山陽道ノ響ハ必シモ山陰道ノ兵ヲ煩ハサズ、北陸道ノ響ハ必シモ東山道ノ師ヲ勤メ
ズ、他ハ例推スベシO但シコレハソノ大勢ヲイフ、専ラソノ所属ノ道路ニカカハルべカラ
ズ。 請先沿海ノ地、虜ノ寄来ルベキ虞ヲ相テ令ヲ定メ、某所二来ラバ某侯コレヲ払フべシ、
某藩赴援スべシ、某地二抵ラバ某藩コレヲ戟スべシ、某侯策応スベシトアマネク命ジ置レ、
尤ソノ小大衆寡ヲハカリ、宜ニシタガフテ虚分アルべシOカクスレバー道兵ヲ動シテモ諸
道安然トシテ民騒擾ノ息ナシO然ラザレバー魔窟ヲ被テ天下コレガ為二騒然セノう、ソノ患
夷ヨリ甚シキモノ、誠ニフカク慮ラズンバアルベカラズO又洋匪ヲ教スルハ必シモコレヲ
海二塵スルニアラズ、或ハ陽ツテ怯ヲ示シコレヲ陸地二誘ヒ、ソノ不意二出テ短兵コレニ
迫リ、頭ヲ併セテ菱薙スべシ。 或ハ伴テ和ヲ講ジ、其渠魁ヲ誘ヒ執-テソノ衆ヲ襲破ルナ
ド、スベテ兵ハ詐ヲ厭ハズ、タダニ速二全捷ヲ取テ吾赤子ヲ保スルノミ。 兵機ハアラカジ
メイフベカラズ、要スルニ将タルモノ其人ヲエラブニアリ。 遠方ノ警ハ必シモ官兵ヲ勤メ
ラレズトイ-トモ、亦-将ヲ遺シテ指揮セラルベシ。 コノ将タルモノ亦其人ヲ_選アルベ
シ。 権ヲ招キ賂ヲ納ルルナドハ論ズルニ及バズ、萄モ事機ニクラケレバ反テ害ヲナスコト
多シ。 若夫紀律ヲ設テ賞罰ヲ厳ニスルハ兵ヲ用フルノ常、申迄モ無之候得共、愚ガ望ムト
コロハ第一臆病モノノ罪ヲ峻ニセラレ度候。 昇平日久ク武士安二位レ、戦ヲ悼ルコト巳二
甚シ。 コレ杷憂ヲ懐クニ足レリ。 古語二千日兵ヲ養フテーロコレ用フトイフO今慶元以来
天下ノ武士継ギ弟及ビ座シテ飽食暖衣スルモノ殆ド九万日ニヤ及ブベキO一朝コレヲ用ヒ
テ畏_シテ身ヲ惜ミ命ヲ愛シ、笑ヲ醜夷二遺シ国威ヲ損スルコトアラバ、上君上二教育
ノ恩二事シ下億兆供給ノ労ニソムク、比数スべキナシト謂ベシ。 此旨ヲヨク々々説サトシ
鞭励アリタキモノ、其ノ他ハ彼此ヲ比較スルニ勝算ワレニアリ、慮ルニ足モノナシO軍事
ノ権バーナラズンバアルベカラザルコト固ヨリ也。 然ドモ或ハ総大将ノ下知ヲ待テ反テ事
機ヲ失フコト、古今其比多シ。 今度ノ合戦ハ大坂御陣ナドトハ同ジカラズ、諸軍乗ズベキ
ノ機遅刻スべカラザルモノハ、便宜事ヲ行フヲコト聴スべシ。 一面報知、一面進勅コノ権
道ナカルべカラズ。 我兵ハ自然敵ヨリ多キコト故、分番迭二出デ書夜鼓言便諌シテコレヲ
劫シ、彼ヲシテ息ヲツグコトヲ得ザラシメ、ソノ巳二疲レタルヲ侯ツテ、ノチ四面攻打シ
-27-
テ尽ク醜類ヲ載スルナド、機二臨ンデ宜ヲ制スルハ大将ニアリ。 ムカシ蒙古ノ来意ハソノ
主古比賓一人ノ量見ヨリ出デ、国人ノ欲セザルコトユエ、一助ノノチマタハ来ラズ。 欧羅
巴、亜墨利加ノ風ハコレニ異ナリ、或ハ両三度モ死士ヲ送ルコトアルべシ。 然ドモ初度ノ
戦二一敗海二沈マバ、ワガ勇気自ラ十倍シテ、地球ヲ呑ムノ気アリo人々自ラ戦ヲナスベ
a
亜美理駕ヨリ火輪船十八日ニシテ我海港二至ルナドトイ-ド、火輪船ノ至テ駿キ実二道近
キニアラズ。 彼モシ八丈島ノ東ナル無人島ヲトリテ城ヲ築キテコレニ拠ラバ、或ハ国家東
顧ノ息ヲ遺サンモシルベカラズ。 他日夷ヲ平グルノチ、速ニコノ島ヲヒラキ、或ハ諸侯ヲ
立、或ハ戊ヲ置テ之ヲ守リタキモノ也。
兵者殺ヲ以テ殺ヲ止ルモノナリ。 故二親子弟トイ-ドモ法テ犯セバ則殺ス、況ヤ士卒ヲヤ、
況ヤ遺筆ヲヤo既二戦二及べバ必裁除ヲ期スベシ0-日敵ヲ縦ニスルハ数世ノ患也o彼ガ
退走ヲ以テ幸トシテ究進セザルべカラズ。 タダ降旗ヲ樹レバ煩ヲトドメズンバアルベカラ
ズ。 然レドモ蔦ゾ知ンコレヲ傾ヲ我ヲ証スニ非ルコトヲ。 降ヲ受ルハ敵ヲ受ルガ如シOヤ
ヤ備ヲ緩スべカラズこ兵機ハ瞬息ノ間ニアリ、慎ルべシ、倶ルべシ.
漠土ハ大国ナレド蒙古平壷ノ役ニテ我二窺観ノ望ヲ絶二足レリ。 其後明中葉ニシテ南倭ノ
患ニアフ。 又後二豊太閤征韓ノ役ニカカリ、懲文極ル。 タダ欧羅巴、亜墨利加ナホ未ダ我
国ノトモニ争フベカラザルヲシラズ、敢テ来虎者ヲ編ントスO今コレヲ職セバ再タビ三タ
ビ死士ヲ送ランコトハ測ルベカラズ。
.
後ハ則帖然トシテ海気起ルコトナキヲ保スべシ。
労永逸誠二高世ノ大功也。 シカレバ今度ノ響ヲ吉祥善事ト祝センモ過タルニアラズ。 サテ
コレニ思フニ北条時宗モ皇国ノ功臣也、豊公ノ事モ亦後世二功ナキニアラズO今二及ン
デコノ二君ノ墳墓ヲ修シ、守戸ヲ置レンモ宜キニカナフニ似タリ。
-、戦備既二修シ馬誰⊥勝既二定ル、ナホ一夕ビ書ヲ夷師二賜バリテ、彼ヲシテ自ラ利害ヲ択
バシメラルべキニヤト被存候。 何卒詳二皇国ノ外国二異ナルワケヲ諭シ聞セタキモノ也o
其大意ヲイバンニ、吾国ハ神国ニテ開聞以来タダ理世安民ヲ主トシ、天神地神ノ世ハ
イフマデモナク、降テ人皇二及ビテモ専ラ天道ヲ奉行シ、其巳ムコトヲ得ザルニアラズ
ンバ未ダ嘗テ兵ヲ用
(此聞菜園如)
呑采滅ス。 ソノ痩域ノ広キ兵勢ノ盛ナルテ悼ミ、来テ我酉辺二蓮ス。 我守兵トモニ海浜二
戦フ。 朝鮮古-三韓ト称ス、世々我二臣属シテ貢献タエズこ後更二漠土ノ正朔ヲ奉ジ、ヤ
ウヤク臣節ヲ失フ。 後世二及デ書辞益不遜、敵国ノ体ヲ用ルニ至ル。 我関白豊臣秀吉天下
ヲ宰制スルノ日、嘗テ此事ヲ怒り偏師ヲ遣シテ罪テ問シム。 古今外国ト兵ヲ交ルモノハタ
ダコノ二時ナリO然ドモ胡元十余万ノ衆頭ヲ井テ教二就キ、生還スルモノ僅二三人、モシ、
勝二乗ジテ報伐スレバ江漸手二唾シテ取ルべシ、ツヒニ隻馬一兵モ海ヲ渡ルモノナシ。 力
足ラザルニアラズ、民ヲ? ハンコトヲ畏ル也。 豊臣氏ノ朝鮮ヲ征スルニ至テハ、大石ノ鶏
卵ヲ圧スルガ如シ。 八道時二応ジテ土崩国王モ都ヲ委シテ奔窟ス。 侍ムトコロノモノ明国
ノ援師ニシテ、明ノ勇将ワガ怯将二比シ、明ノ勅卒ワガ嵐卒ニアタル。 故ヲ以テ来ルモノ
轍チ陣助レ、明ノ精鋭喝タリO進デ鴨緑ノ南北二営セバ、則朝鮮挙センO更二進デ山海関
二迫ラバ、則明国虜儀シテ内二潰ベシ。 クマ々々秀吉? ニスルニアフテ師ヲ班ス。 朝鮮国
ヲ復スルコトヲ得タリ。 コノ時我東照神君秀吉二代テ国二当り玉-リ。 朝鮮取ベク、明
国園ルベキヲシリ玉ハザルニアラズ、タダ至仁ニシテ民ヲ視ルコト傷ガ如ク、一夫モ所ヲ
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得ザランコトヲ憂フ。 タダ我人ヲ憐ンデコレヲ遠キニ勤スルニ忍ビザルノミニアラズ、兼
テ海外二命ヲ鋒鏑ノ下二喪ハンコトウヲクレフ。 以為ク朝鮮モト属国トイ-ドモ漠土二臣
服スルコト巳二久シ。 徳コレヲ致スニアラズシテ、カヲ以テコレヲ取ル、タツトブニ足ザ
ル也。朝鮮且然り、シカルヲ況ヤ明国ヲヤ。 故二朝鮮ノ和ヲ乞フコトヲ許シテ、ソノ臣ト
称セザルヲ責ズ。 明国ヲ問ハザルニ置テ、ソノ醇使ナキヲ谷メズ。 コレ誠二天ノ心也。 若
夫漠土和蘭ノ互市ヲ許シテ諸蕃ヲ不許者、コレ亦ヨシアリ。 タダ耶蘇ノ為ノミニアラズ。
我国物産自ラ我人ノ用二供スルニ足テ、-葛モ関欠ナシ。 タダ漢土互市其レ来ルコト巳二
千年二重ントス。 民ソノ物ヲ慣用スルコト久シ。 和蘭モト絶遠ノ小夷、嘗テ我二忠アリ。
故ニヒトリコノ両国ヲ許ス。 夫レ悪バツネニ好ニヨツテオコリ、争ハツネニ和ニヨツテオ
コル。諸国相悪ミ相争フモノ、寒初ミナ嘗テ好ヲ結べリ、嘗テ和ヲ修セリ。 我ヒトリ諸国
ト好ヲ結バズ、亦好ヲ解ズ、和ヲ修セズ、亦和ヲ壊ラズ0 諸国来テ互市ヲ乞モノハミナ体
待シテ謝シテコレヲヤル。 彼求ムルトコロヲ遂ズトイ-ドモ、亦怒ヲ遷ストコロナク、敬
服シテ去ズトイフコトナシ。 若夫諸国ノ船隻願二遭テ漂泊スルモノ、未ダ嘗テ名ヲ知ラザ
ルノ国トイ-ドモ、ミナ舟ヲ修シ根ヲ給シテコレヲヤル。 爾ガ打鯨ノ船二於テヒトリ異ナ
ルノ理ナシ。爾ガコレヲイフコトナシトイ-ドモ、必ソノ倒懸ヲ座視シテコレヲ趣フコト
ナキニ至ラズ。 タダカ及ブコトアリ、及バザルコトアルノミO然ドモ爾ガ主巳ニコノ言ア
リ、マサニ沿海ノ諸州二申戒シテ、マス々々援済ノ方ヲ講ゼシムベキノミ。 幸ニシテスク
ヒ得バ、コレヲ長崎二馬食セシメテ、爾ガ大ノ船来リトルヲマタン。 タダ爾ガ船ヲミバ、
スナハチ送り致サンQ苛モ爾ガ国人アラバ爾ニカ-サザル理ナシ。 モシ無之ハ亦カ-スニ
ヨシナシ。我ヲ説カズ、爾疑ヲ生ズべカラズOタダ有無ノニ字ヲキカバ、登時二船ヲカ
-スベシ、更ニススムコトアルコトヲ得ズ。 モシ更二一歩ヲ進マバ、即是国法ヲ用ヒズ、
曲爾ニアリo直二蓮盗ヲモテコレヲ待べシQ我ヲ怨ムコトナカレ、ソモ々々我外国二通セ
ザルユ-ンノモノ、タダ前文ニイフ所ノゴトクナルノミニアラズ、モシ外国ノ来市ヲ許サ
バ、我人ノ外国二往商ヲ許サズンバアルべカラズ。 コレ理勢ノ当然也。 明ノ中葉カノ国ト
互市サカンニシテ、ワガ邦人多ク彼ニワタリシ魔、不宵ノ徒ソノ中ニマジリ居テ、屡、明
ノ辺境ヲ犯スOコノ時タマ々々ワガ国諸侯強ヲ争テ相攻、上命行ハレズ。 故二民ノ非ヲ異
国ニナスモノヲ禁ズルコトアタハズ、ユクモノ数十百人ニスギズ。 明大巳ニコレヲ畏ルコ
ト虎ノ如ク、明主宵衣肝食スルモノ百余年。 大抵江以南ミナ其毒ヲ被レリ。 試二明史ヲミ
テコノ言ノ誕ヒザルヲシレo其後明清ノ遺臣ト称シテシバシバ清ト相攻、ソノ志ヲ得ザル
ニ及ンデ和蘭ヲ逐テ台湾二拠ルO所謂国姓成功ナル者亦ワガ国ノ産也. ソノ余朝鮮蓮羅等
ノ国、或ハ我不肖ノ民ヲオソルルコト、強虜ノ彊ヲ圧スルガ如ク、或ハ我数十ノ商人ヲ侍
ムコト大国ノ援兵ノ如シ。 当時諸侯士ヲ求ルコト飢渇ノ如シ。 国人ヤヤ才幹勇カアルモノ
ハ、ミナ功ヲ各方二致シ、功名ヲ立テ富貴ヲ取ル。 ソノ海二航シテ外国ニユクモノバ、姦
商利ヲ牟スルノ徒ニアラザレバ、則無頼世二乗ラルルノ輩也. コトニ億万中ノー二ニシテ、
明国ノ害ヲウクルコト彼ガ如ク、諸国ノコレヲ畏レコレヲ重ズルコト此ノ如シO蓋シ我国
風俗剛勤ニシテ、人旅背力健カニ、機智優ナルコト万国二超絶ス。 我祖宗ノ仁覆天二象
り、外国ノ民ヲ視ルコト我民ノ如ク、深クカノ土無事ノ民ノ害二罷り禍ヲ受ンコトヲオソ
レ、コレガ為二海禁厳ニシテ民ノ外国二赴クコトヲ許サズ。 ヒトリ唐船蘭船ノ来舶ヲ允シ
テ、亦ソノ額二過ルヲ許サズ。 ココニ由テ明ノ季隼ヨリ今日二及ブマデ、漢土ノ辺彊我ヲ
響メザルコト二百有余年、彼自ラ徳ノ致ストコロトシテ実二我祖宗ノ賜モノナルコトヲ
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シラザル也。 今モシ諸国ノ互市ヲ許シテ我民ノ航海ヲ禁ゼザランニ、万一国家事アツテ一
朝法防ヤヤ緩ケレバ、不肖ノ民商舶二駕シテ外国ヲウカガフモノアラン。 コノ時欧羅巴亜
墨利加ノ諸国、必ソノ毒ニカカルモノアランoコレヲ悔トモ追フべカラズ。 タトヒ爾諸国
利二前二溺レテ害ヲ後二顧ミズトモ、ワガ国家一視同仁ナホ祖宗ノ志ノ如シO呈我神国
ノ旧法ニソムキ、我東照ノ成績ヲステ、タヤスク爾諸国ノ乞二従パンヤ。 我志決セリ。
爾サラニ陳言スルトコロアルコトナカレ。 云々。
(此間薬欠如)
江上互市ヲナシ講好ヲ修シナガラ、遠ク其東南ヲ伺ヒ、無名ノ師ヲ起スコトハ容易ナラヌ
コト也O且又コノ辺二一虚モ足カガリノ島喚ヲ得ザレバ、此クワダテ尤難シ。 況ヤ清朝近
ク乾隆ノ世ヲ終ル迄、兵勢猶強ク、征伐ヤヤモスレバ功アリ。 故二因循シテ其乗ズべキ時
節ヲ待リ。 日本ハコレニ異也。 蝦夷松前ノ西北諸島、皆巳二共有トナリテ、接応二便リヨ
シ。 加之畿内七道ミナ沿海ナラヌハナシ。 モシ彼ヨリ十余隻ノ爽板二五六千ノ勤兵ヲノセ、
分テ沿海ヲ犯シ、或ハ東北ヲ擾シ、或ハ西南ヲ伺ヒ、或ハ直二大阪ヲ挿キ、或ハ突トシテ
江戸二迫ラバ、海内巳二騒動シテ沿海ノ民ミナ荷担シテ起ナンカシ。 但イマダ我強弱ヲシ
ラズ、我状形ヲ得ズ、故ニマヅ互市ヲ乞ヒ、隣好ヲ修センコトヲ索メ、境目持久シテヤウ
ヤク押親マントスO今巳二互市ヲ得テ百年来ノ望ミヲ一朝ニトゲタレバ、コレヨリ後潅ヲ
我二重ルルモノイヨ々々甚シク、校計イヨ々々濃ナリトシルベシ。 又英圭繋-巳二天竺並
二其諸島ヲ奪取タレバ、漠土ヲ犯スモ便ナリ、我二遼スルモ容易ナリ。 コレモ亦畏ルベシ。
但シ天竺漠土ノ中間ニアル蓮羅、安南、聞婆、緬旬ナドノ諸国、ナホ未ダ彼二属セズ。 特
二安南-帝競ヲ暦シテ尊大自ラ虜ストイフ。 マヅ比等ノ国ヲ取テ前後印度ヲ掌握スルノ志
モアルべシ。 印度ハ即天竺也
太画地学者、前印度ト称シ、或ハ東印度ト称スルモノバ、是古-ノ天竺也。 東印度トハ亜
墨利伽ヲ西印度ト呼シコトノアルヨリコノ名起レリoサテ其東ニアル蓮薙、亜刺敢、亜華、
占城、真臓、安南、闇婆ノ類ヲ後印度トイフ也。 実ハ印度ニアラズ、タダ印度ト近ク、風
俗モ相似タルヲ以テ太酉人ガ妄ニコノ名ヲ負セシ也。 日本モ慶長、元和ノ頃天竺渡海シテ、
京大阪界浦長崎ノ商人等多ク往テ貿易セシモ、皆コノ数国ニテ、真ノ天竺ニアラズ。 蓮羅
ヲ古-ノ南天竺ト和漢三才図会ニアリ。
サルヲ見込デ事二託シテ兵ヲ起シ、ツヒニ五天ヲ併呑スルニ至レリ。 又近年漠土ヲ犯セシモ、
初メハ互市ヲ乞テ境上二貿易スルコト多年ナリシニ、阿片梱ノー事ヨリ忽師ヲ起シテ沿海ヲ
侵擾ス。其事夷匪犯境線ヲ読テモシルべシ. 幸二清朝ハイマダ莫臥児(天竺ノコト)ノ衰弱
二至ラズ、和議ヲ講ジテ事スミタレド、人民ヲ損セシコト幾十万金銀布吊ノ費莫大ノコトト
キコユ。且コノ乱二乗ジテ諸州府二群盗蜂起シテ、殆ド土崩瓦解二及ブ。 近日ハヤウヤク撲
滅シテ静謎ニナリシト承レド、康無、乾隆ノ全盛二立カ-ランコトハ覚束ナクコソ思ハルレO
太西互市ノ流毒力クノ如シ、畏ルべキニアラズヤO又文旗国ハコノ二国トハチガヒ、信義ヲ
尚ビ公正ヲ主トスル風義ト漢人ノ書ニモ称スレド、我邦-ノ上書ハ甚無体ニテ、俄羅斯ヨリ
モ甚シク、差当り憎ムベキ第一也。 シカルニ国家徳ヲモテ怨二報ィ、マヅコノ虜二願望ヲ免
許アリシ故、一旦ハ喜ビ親シムベケレド、一日敵ヲ縦セバ数世之患トヤランニテ、深ク慮ラ
ズンバアラズ。 コノ虜ノ技楠決シテ俄羅斯、英圭架ノ下ニアラズ、況ヤ蝦夷ハ図爾格トイフ
強隣アリ、英夷ハ仏郎祭トツネニ相下ラズ、又俄夷トモ兵ヲ交フ。 タダコノ虜ハ隣国二強ヲ
事フモノナシ。 モシ事アラン時ハ、一国一致シ、カヲ専ニシテ我ト勝負ヲ争フ、誠二畏ルベ
-301
キコトニゾ。
一、我日本古-ヨリ外題ヲ被ルコト稀ナリシへ大海ノ中二孤峠シテ天整飛渡スべカラザル故
也サレバ蒙古十万ノ兵ヲ残シテ強虜ノ胆ヲ破リシモ、北条氏ノ武略、将士之醜勇トハイ
ヒナガラ、モシ願風ノ戦舶ヲ破壊スルニアラズへ争デタヤスク全勝ヲ得ツべキO彼ガ再
ビ来ラザリシモ亦コレヲオソルル故ニテ、唯我兵威ヲ畏ルノミニハアルベカラズ。 シカル
ニ欧羅巴堅艦ヲツクリ出セシヨリ、万里ヲ視ルコト一瞬ノ如ク、偏ク五大洲二来往シテ、
葡萄牙ハ東ノ方印度二貿易シテ日本二近キ、亜喝港マデヲ奪取り、西班牙-西ノ方亜墨利
伽ヲ発見シ、多ク地ヲ略シ得タリ。 和蘭ハ吋、台湾二占拠シテ、漠土日本二通商ス。 其
外仏郎祭、西班牙等亦陸続トシテ来り至M大抵明ノ万暦、天啓、我天文、天正、文禄、
慶長ノ頃ホヒ也。 是時意太利亜国ノ利喝貴明二人テ耶蘇教ヲ弘メ、日本-亜瑞港ヨリ巴天
連僧多ク渡ル。 豊後ノ大友氏大に帰依シテ、コレガ為二其統内ノ神弼ヲ破壊スルニ至ル。
是教ツヒニ畿内近国二浸淫シテ、諸侯ニモ轟惑セラルル人多ク、契利斯当大二国家ノ患ヲ
ナセシコト、今更イフ迄モナシ。 是皆船艦ノ牢固ニシテ、風波ヲオソレズ、万里ヲミルコ
ト比隣ノ如クナルヨリ起レリ。
台湾外紀二欧羅巴ノ人モト船隻ヲツクルコトヲ解セザリシニ、明ノ永楽中鄭太監ソノ地二
至リシヨリ、始テー船ヲ作ルコトヲシリ、ツヒニ大二巧ヲ加フト云。 コレ委巷ノ妄説也。
鄭ガ至リシバ忽魯斯、錫蘭山ノアタリ迄也。 欧羅巴ヲサル±ト猶遠シ。
加之大砲ノ精妙ナルコト万方二超絶シ、船ヲモテ城トナシ、進テ攻ムべク、退テ守ルベシ。
貿易ヲモテ国ヲ富シ、兵食ヲ婚シ、弱国ノ取ルベキヲ見テハ直二兵力ヲモテコレヲ奪ヒ、
強国ノ与二鋒ヲ争ヒガタキヲミテハ、弘法ヲ求メ、邪教ヲモテ人心ヲ最盛シ、其乗ズベキ
ヲマツO其校謀カクノ如シ。 明史二太西志タダ貿易ニアリ、・中国コレヲフセグコト過甚
ニシテ、反テ変ヲ激ストイ-ルハ、彼ガ情ヲシラザル也。 サレド百年以前迄ハ地中梅島二
占拠スルモノ西班牙、葡萄牙、和蘭等大小強弱同ジカラズトイ-ドモ、今ノ俄羅斯、英圭
梨二比スレバ其勢力大二下レリO固ヨリ敢テ武ヲモテ我二臨ムコトアタハズO故二酉班牙、
葡萄牙ハ邪教ヲモテ我民ヲ誘ハントハカリ、和蘭ハタダ互市ノ利ヲ貴人タダ我意ニシタ
ガフO今ハ俄羅斯ノ彊遠ク我東北育二隣り、英圭費天竺ヲ併呑シテ我西南地中海ノ諸島大
率其掌握二帰シタレバ、床ヲ剥シテ膚二及プ勢ヒアリ0 加之ムカシ無人境タリシ北亜墨利
伽、カロリナノ地、盛国ト変ジ、我ト漠ヲ隔テテ相対シ、虎視耽々我ヲ弱肉ト思-リ。 況
ンヤ百年前ハ日本海ノ険波ヲオソレ悼リシガ、今ハ造舟マスマス巧ヲ加-、且測量二熟シ
テ亦険波ヲ意トセズ、モマスマス精妙二赴クコト日一日ヨリモ甚シ. 故二昌平無事、干
jtヲミザルハ今ノ世ヨリ久シキハナク、国家ノ隠憂モ亦今ノ世二過タルモノナシ。 カクテ
猶サトラズ、悠々濠々トシテ苛モ安ヲ目前二倫ミ、簿書期会ヲモテ介大事ト心得ルハ如何
. ナル心ナリケンカシ。 昔宋朝、北虜契丹ト和議ヲ淵二講シ、約シテ兄弟トナル。 未ダ幾
クモナラヌニ来朝趨天芙ノ為二境土ヲ掠メラルルニ乗ジテ、前約ノ外二地ヲ納ンコトヲ索
メ、富弼ガ使ヲ奉バリ契丹ノ主二演説セシニヨリ、歳幣ヲ増テ事済タリ。 未ダ幾クモアラ
ヌニ来朝ノ多故二乗ジ、又地ヲ納ンコトヲ索ム。 時ノ宰相王安石思慮アサク、遂二関南ノ
地ヲ割テコレニ与-、他日ノ大患ヲ醸成ス。 未ダ幾クモアラヌニ来朝ツヒニ北二感ラレ、
二帝囚トナリ、半壁ノ天下ヲ喪フ。 淵ノ盟ヨリ是二至ル迄、僅二百年、又百五十年ニシ
テ北虜蒙古ツヒニ悉ク漠土ヲ併呑スO故二夷秋ト講和ハ侍ムベカラズ、侍ムべキハタダ我
コレヲ待コトアルニアル也。 畢寛一ノ予ノ字二外ナラズトシルベシ。 今ノ士太夫聯海防ノ
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術ヲ講ジテ、我コソ予ヲ能ストイフ人モアルべケレド、実二予ヲ能クスルモノハ必根本ノ
虞ヨリ作起シ、一切ノ施為ミナ彼力上二拠ンコトヲ請求スベシO萄モ勝算我ニアラバ、未
ダー兵ヲ交-一矢ヲ放タズトイ-ドモ、平夷靖海ノ功スデニト定スべシ0
-、比年米価騰貴シテ当年又幸二傷ラルル虎多ク、米価マスマス貴ク小民重囲ス。 当国ナドハ
夏秋ノ登ルトコロ肥代目傭賃ヲ通算シテーハイトナル、年貢ダケガ損ナリトイフモノアル
テ、ソレハ結構ノコトト羨ムモノ十之八九ナリ。 ソノ光景想見ベシoヤヤ貯蓄アルモノハ
ナホ過モユクべシ、小民ナニヲ以テカ自給セン。 都下ノ窮民ハ固ヨリ憐ムべシ。 然レドモ
ソノ勤労農夫二比スレバ径庭アリ。 窮農民ノ憐ムべキコト尤甚シカラズヤ。 幸二明守令、
賢諸侯ニア-バ猶可ナリ、モシ汗吏暴君ニアハハイカガハスベキ。 就中小諸侯ヲ甚シトスO
ソノ上二奉ジ下ヲ養フコト、一切コレヲ封内ノ民ニトルo封境マス々々窄クシテ、ソノ民
マス々々労スO蘇輪ノ所謂貧人ノ稼二類スルモノアリO故二小諸侯ノ君臣ヤヤ勤二僻レ
バ、ソノ民ハヤ堪ガタキニ至ル0 五畿七道公私ノ別アレドモ、誰力国家ノ赤子ニアラザラ
ン。 徒二上二奉ズルノ勤ヲ嘉シテ、民二トルノ暴ヲ思ハレザルハ、一視同仁ノ義ニアラズ。
何卒小諸侯ノ課役ヲ寛ニシテ、ソノ民ヲ暴スルノ戒ヲ厳ニセラレ度モノ也。 然ラズンバ平
時スラナホ煩苛二堪ザル民ノー朝兵革ノコトアラバ、イカガ苦ヲウクベキ9近頃ワヅカニ
浦賀ノ備ヲ命セラレタリトテ、ニハカニ軍用金ナドトイヒ立テ、ソノ封内二過分ノ出金ヲ
申付ル方モアルヨシ聞及べリ。 誠二苦々シキ事也。 若夫大諸侯封入ノ多キニシテ、用度タ
ラズ、ソノ民苛暴二苦シムモノ亦少シトセズ。 コレソノ君臣ノ罪尤モ軽キニアラズ。 コレ
モ亦珍念ヲ加-ラレタキモノ也。 ソモ土地ヲ宰割シテ諸侯ヲ封建スルハ、万世ノ利タルコ
ト更二擬議ヲ容レズ。 就中四夷轟ノトキニ当テ、尤封建ノ国家二利アルヲミル。 萄モ虞分
宜キヲ得バ、イヅレノ辺ヲ犯シタリトモ、ソノ方ノ諸侯カコレヲ禦クニ足レリ。 固ヨリー
官兵ヲ煩ハサズシテ蕩平ノ績ヲ収ムベシ。 万々郡縣ノ治ノヨク及プトコロニアラズ。 然ド
モナホ少弊ナキコトアタハザルコト、上二陳ズルガ如シ。 上ニアル人ヤヤ心ヲ用ヒテ、生
民ノ休戚ヲ伺察セラレ、微シク褒畦ノ意ヲ示サレナバ、コノ少弊数年ヲ経ズシテヤムベシ。
-、西洋ノ学、天文、地理、算術二長セリ。 医方モ亦精微ナル虞アリト承ル。 然ドモ天文ノ用
ハ暦ヲ明ニシテ授時アヤマラザルニアリ、其余多クハ空理ニオチテ実用二補ナシ。 之ヲ置
テ可也。 地理ノ用ハ万国ノ所在ノ方ト、其大小広狭ヲシルニアリ、共用又_々タリ。 算術
ハ我旧法二比スルニ、ヤヤ捷径トキケリ。 天文、算術コレヲ治ルモノ甚稀ナリ。 地理ノ書
訳出スルモノ頗多シ。 好事ノモノ喜デコレヲ看ル。 大利害ナシ。 唯医方ハ上下貴賎必需ト
コロノモノニテ、医ヲ業トスルモノ地トシテコレナキハナシ。 然ルニ近世西洋ノ医方サカ
ンニ行-レ、江戸ヨリ京摂二及ビ、ヤウヤク相滋漫ス。 其開成ハ漢方ヲ主トシテ、兼テ蘭
ヲトルモノアリ。 或ハ蘭方ヲ主トシテ、兼テ漠ヲトルモノアリ。 亦漢方ヲ奴視シテ蘭二非
ラズンバトラザルモノアリ。 参差トシテ均シカラズトイ-ドモ、約略二家左右ノ祖ヲ分テ、
互二相軽侮スO実ハ則チエ拙ハ人二在り、漠蘭二預ルニアラズ。 死生命アリ、漠蘭ノ業ノ
ヨク治スルトコロニ非ズ。 且医ハ賎技ナレド、漠医ハ初儒書ヲヨミ、聖経ニモホボ通ズル
ヲ要トスルコト、ソノ人品ナホ都シカラズ。 専ラ蘭ヲ主トスル輩ハ初ヨリ蟹文ヲ習ヒ、一
心コト々々ク、欧羅巴二変ジ、ソノ残忍ノ風ヲヨキコトニ思ヒナシ居ルモノ少カラズ。 医
ハ世ニヒロク交ルモノナレバ、医ノ心術正シカラズ形跡ノアシキハ俗ヲ壊ルコト少カラズ。
蘭医ノ行ハルルコト、コレヲモテ憂トスト、弊門ノ西洋ノ医方ヲ主張スルモノ愚二語ツテ
之ヲ嵯セリ。 タダ此ノミナラズ、彼ソノ心耶蘇宗門ヲモテ仏法ニカ-度オモ-ルコト疑ヒ
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ナシ。 カレコレヲ念フニ、蘭学ノ行ハルルハ世道ノ福ニアラズ、ハヤクコレガ所置ヲナサ
ズンバアルべカラズ。 君子ハ人二取テ善ヲスルコトヲタノシム。 西洋ノ医方漠ニマサル亦
必有之。 況ヤ今洋匪辺ヲ伺フノトキニ当テ、西洋ノ学亦大二用フベキトコロアリ。 愚意ニ
ハ官二西洋学ヲ設ケテ儒学二隷シ、共学二熟スルモノヲ集メテ之ヲ録シ、和蘭二命ジテ多
クカノ方ノ書ヲ献ゼシメ、諸学士二命ジテソノ精要ヲ纂メ、翻訳ノ精切ヲキハメテ国語ヲ
モテコレヲ輯録シ、各々コレガ書ヲナシ、西洋本草、西洋医方大成、西洋地理大全、西洋
軍器考、西洋兵学大成ナドト題シテ、カノ長ズル所ヲ尽シ、又諸国興亡治乱ノ蹟ヲアツメ、
国語ヲモテコレヲ通鑑ノ体ニナラフテ、勘シテー大冊トシ、西洋通鑑ナドト名ヅケ、前ノ
諸書ト併セテ次第二刊行シ、蟹文ヲ習ヒ許多ノ日子ヲ費スヲマタズ、足ルコトヲココニ取
テ、アマリアルヤウニイタシ、サテ薄ク価ヲ給シテ民間ノ蟹書ヲ悉クトリアゲ、其私蔵ノ
罪ヲ厳ニセラルベシ。
モシ蟹文ヲ習フ事ヲ願ハハ、ソノ敏勤ヲ試ミテ官二度禄シ、果シテ
ソノ学ノ成コトアルニ至ラバ、別二厚禄ヲ賜フべシ。 モシ成ズンバタダロヲ糊スルノ禄ニ
テ一生ヲ終ルべシOタダ業ヲ改メテ儒トナルコトヲ許シテ、技ヲ民間ニヒサグコトヲ許ス
べカラズ。 大要民間二蟹文ヲ読ムモノナクシテ、官ニソノ書ヲヨミ共学二精シキモノ、常
二其人二乏シカラヌヤウニアリタシ。 カクノ如クナレバ則国家ツネニソノ益ヲ収メテ、ソ
ノ害ヲ免ガルベシ0 智者ハ無形二見テ未萌ニフセグ、誠二忽ニスベカラザルモノ也。
西洋ノ医書ヲ纂録スルニハ、漢方ノ精シキモノヲ其間二参シテ討論二資スベシ。 務テ蘭ノ
長ヲトツテ、漠ノ不及ヲ補フニアリ。 方薬優劣ナキモノハ必シモ載セズ。 薬種モ和産ニテ
スムべキモノハ和産ヲ用フルヤウニイタシタシ。 果シテ人命ヲ活スべクンバ重価ヲ惜ムベ
カラズトイ-ドモ、前ニモ説ク如ク、死生命アリ必死スベキモノハ医薬ノヨク活ストコロ
ニアラズ、好ンデ重価ノ剤ヲ用ヒ、病人二益ナク、徒ニソノ家産ヲ破ルモノ少カラズ。
近来西洋ノ医方ヲ訳スルモノ、蘭方ヲ主トスルモノ、常二其書ヲ金科玉条トナシツツ、ヤ
ヤ少シ蟹文ヲカジリ読ムモノハ、直二蟹文ヲ其深意ヲ知ルコト能ハズナドイツテ、自ラ緑
飾ス。 或ハ訳者ノ真ヲ失フコトヲソシル。 故ニコレヲ読ムモノツネニ信疑参半ス。 今宮
二局ヲ設ケテ翻訳セシメラレ、ソノ精密ヲ極メタリトモ、ナホカカル言ヲイヒテ人ヲ惑ス
モノアルマジキニアラズこ故二書成ノ初ハマヅ活字板ニテ行ヒ、日ヲ限り賞ヲ懸テ翻訳ノ
誤ヲ正スモノヲツノリモトメ、正ストコロ多クシテ皆是ナルモノハ禄ヲ給シテ官医二比ス
べシ0
其余各差アリ。 タトヒイフトコロ皆非ナリトモ、ナホ薄賞ヲ与-テ、ソノ告ズシテ
私二議スル罪ヲ厳ニスべシ。 カクノ如クスレバ医ノ方ハイフニ及ハズ、志アルモノ人々西
洋ノ事跡ヲ詳ニシテ、ソノ実情ヲ悉スルコトヲ得。 コレソノ益タルコ上勝ティフベカラズ。
亜美理駕之上音を一覧致侯虞、共が旨狂慢無体、誠二蒙古以来会而無之事と覚え、万々御
許容被遊間敷哉と奉存候O早速腹心之者共召寄示談二及侯所、何れ用意之様申候o就中吉
村信之介と申者退而私議一巻を相認可呈様申候O然虞草稿未半. 病に嬰り引龍罷在候. 彼が
趣意を承り候に頗愚意に符号之虎も有之、何分直言を御求被遊候時節故、万一洞滴之益に
も可相成欠と存、相待侯得共病気長引侯に付、漸く前日草稿仕侯三箇条を清書し、靖海勿
言と題し候。誠に田舎之一畳兄を以て相認候ものにて、連も入尊覧候程之物に而ハ無御座
候得共、勿堯之言聖人不捨と承候故、乍恐附上仕候。
以上
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九月二十七日
谷三山年譜
1802(享和2)年
1812(.文化9)年
1815(文化12)年
1823(文政6)年
1824(文政7)年
1825(.
文政8)年
1829(文政12)午
1832(天保3 )午
1834(天保5)年
1835(天保6)年
1837(天保8)年
1840(天保11)午
大 八木に生まれる。 父重之・母ちや(現在八木町三丁目6番地の9)
耳目を患いほとんど聾となる。 《このとき三山11歳)
この前後に全聾となる。
『淡庵管見』起稿。
『淡庵管見』終了。
書籍購入のため大坂-0 吉村抑事が入門。
初夏兄厚事と携えて京都に上り諸学者歴訪する。 《28歳》
猪飼敬所と筆談O
頼山陽致Oこの後山陽の息子支峯により、三山-『陶鋳高古』の源印が
贈られた。
9月猪飼敬所来訪四日間筆談。 《33歳)
病のため廃業
夏病が完治。 この頃から読書を再開。
8月『興譲館塾的』制定。 《39歳》
『勤倹を尚ぶ騎著を戒むべきこと』の稿成る
1844(弘化元)年正月高取藩主家教に篤学を賞せられ永代三人扶持名字帯刀を許され、
士籍に列せられる。
1845(弘化2)年森田節斎の依頼により、篠崎小竹、江木鱒水に与える書を批正す。
1847(弘化4)年4月森田節斎と筆談三日三夜。 【愛静館筆語】
1848(寡永元)年4月28日父楽軒頻83。
5月藩主家教病気のため退隠し、弟家貴藩主となる。
8月森田節斎と筆談。 9月節斎が今井町に滞在し、筆談せり。
11月藩主に上書す。
1849(嘉永2)年正月加俸4月17日母ちや残82。 《48歳》
著しく健康を害し視力を失う。
1852(嘉永5)年『海外異伝商_』を著す。
1853(嘉永6)年5月20日吉田松陰来訪0
7月17日12代藩主家輿逝去、家保が13代藩主となる。 兄厚亭投57。
9月『靖海勿言』脱稿10月松浦武四郎来訪。
1862(文久2)年6月養子万之介投10。 (61歳》
冬高取に登城『壌夷三策』を献言Oこのときほとんど失明となる0
1863(文久3)年5月『尊皇懐夷論策』藩主に上書。 御盃拝領。
8月天諌組の変起こる。
1864(元治元)年5月天朝に上書。 6月京都所司代に上書。
9月病気日に加わる
1867(慶応3)年12月11日致o《66歳か
出垣内谷家の墓地に葬る。 (現在では八木醍醐墓地)南八木町二丁目7番地
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